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伊万里市の環境を

収　　集

資源再生施設

家庭のごみ

リサイクルサンデー

環境センター最終処分場（埋立地）

紙類、金属類、ビン類など
の資源物を収集します

金属やペットボトル、
トレイなどをリサイク
ルします

分別後に焼却および圧縮な
どを行います

埋立地にも限界がありま
す。ごみ減量化への取り組
みが必要です

ごみはどうやって処分されるの？

　平成 20 年度の一年間に、環境センターで
処理したごみの量は 1 万 5377 ㌧で、市民
一人あたり一日 722 ㌘の排出量となります。
5 年前と比較すると、総排出量は減少傾向と
なっています。
　しかし、伊万里市のごみを処理している環
境センターは建設から 27 年を経過し、老朽
化による処理能力の低下、維持費の増加とい
った問題を抱えています。
　このことから、私たち一人ひとりが、でき
るだけごみの量を削減し、資源の有効利用を
図る『資源循環型社会』の構築をめざしてい
く必要があります。

世 帯 数

粗 大 ご み

不 燃 ご み

燃えるごみ

伊万里市のごみの量はどれくらい？
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ごみの総排出量 世帯数
（トン）

市民みんなで守りましょう
　毎年６月５日は、国連により『世界環境デー』に定められています。
わが国でも、環境基本法に基づき、この日を『環境の日』としています。
　また、この日を中心とする６月の１ヶ月間を『環境月間』として、
各種の催しなど普及啓発活動が全国的に実施されています。
　皆さんもこれを機会に、身のまわりの環境について、今一度見直し
てみましょう。

６月は環境月間
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家
庭
か
ら
出
た
ご
み
、
会
社

か
ら
出
た
ご
み
な
ど
、
ご
み
の

種
類
や
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
野

外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。（
廃
棄
物
の
処
理
及
び

● できるだけ長期間使用できるものを選びまし

　ょう
● 詰め替え商品を利用し、使い捨て商品はでき

　るだけ購入しないようにしましょう

●  修理できるものは修理して使いましょう
● リサイクルフェア（市では毎年 9 月にリサイ

　クルフェアを開催しています）や不用品交換

　情報掲示板（市役所ロビーや各町公民館に設

　置）を活用しましょう

● 空き缶・空き瓶・古紙は、地域の資源ごみ回

　収（＝リサイクルサンデー）に出しましょう
● 市指定袋での分別収集に協力しましょう

野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

清
掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
の

２
）

　

野
外
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
に
よ
る
汚
染
を
は
じ
め
と

す
る
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
煙
や
悪
臭
、
飛

灰
な
ど
は
近
隣
に
住
む
人
の
生

活
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
際
に
は
、

一
般
家
庭
の
場
合
は
収
集
日
に

ご
み
集
積
場
所
へ
出
す
、
会
社

の
場
合
は
業
者
へ
委
託
す
る
な

ど
し
て
、
野
外
焼
却
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

特 集 ６ 月 環 境 月 間

● レジ袋もごみになるため、買い物に行くとき 

　にはマイバッグを持参しましょう
●  過剰な包装は断りましょう

RECYCLE
資源を再生利用する

EDUSE
ごみを減らす

リユース

繰り返し使う

４つの Rから始めよう！
　

普
段
の
買
い
物
で
レ
ジ
袋
を

断
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量
、

資
源
の
節
約
、
ひ
い
て
は
地
球

温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
取
り
組

み
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
て
買
い
物
に
行
く
こ
と
か

ら
、気
軽
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
は
買
い
物
袋
持
参

運
動
の
強
調
月
間
で
す

　

市
民
に
よ
る
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
が
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
一
部
の

心
無
い
人
た
ち
に
よ
る
不
法
投

棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
投
棄
現
場
を

目
撃
し
た
人
は
、
日
時
、
場
所
、

車
両
の
特
徴
な
ど
を
控
え
て
警

察
署
ま
た
は
市
役
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

地
権
者
の
人
は
、
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
に
除
草
や
車
の

進
入
防
止
な
ど
、
土
地
の
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
土

地
で
あ
っ
て
も
ご
み
の
投
棄
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
は

適
正
な
処
理
を
行
い
、
美
し
い

自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

REFUSE

もらわない・使わない

R

EUSER

リデュース

リサイクル

リフューズ

　今までごみとして捨ててしまっていたものを、これ

からは貴重な資源として繰り返し使っていくことが大

切です。『４Ｒ活動』を広げて循環型社会をつくりま

しょう。
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　伊万里市では、大気中の二酸

化窒素の濃度を６箇所で測定し

ています。二酸化窒素は、工場

や自動車、家庭で使用している

燃料を燃やしたときに排出され

るもので、呼吸器を刺激し、気管支炎などを引き起こ

す物質です。調査の結果、すべての地点で環境基準を

達成していて良好な状態でした。

　佐賀県で測定している項目のうち、近年、光化学オキシダントの濃度が高くなってい
ます。今年の５月８日、９日には伊万里市で初めての注意報が佐賀県知事から発令され
ました。濃度が高くなると、目や呼吸器に強い刺激を与えます。子ども会やスポーツク
ラブなど野外で活動される人や責任者の人は、佐賀県からの情報を積極的に入手するよ
うにして、注意報が発令された場合は、活動を自粛するなどの対応をお願いします。

※『防災ネットあんあん』で光化学オキシダントに関する注意報を入手することができ
ます。各町公民館などに備え付けのパンフレットをご覧のうえ登録し、ご利用ください

　市では、市内８地点で河川の水質を調査しています

が、うち５地点で環境基準が設定してあります。河川

水の汚濁の程度を示すものが BOD ですが、５地点の

測定の結果は左のとおり良好な状態でした。

　また、伊万里湾の水質についても４地点で調査して

います。海水の汚濁の程度を示すものが COD ですが、

測定の結果は左のとおりとなりました。

　七ッ島工業団地北で基準値を超えていますので、県

などの関係機関と協力して引き続き水質監視を行って

いきます。

測定地点 測定値 環境基準

立花町・中央交番 0.009

0.06 以下

木須町・牧島公民館 0.004

二里町・国見台運動公園 0.008

二里町・二里公民館 0.008

東山代町・川内野 0.002

山代町・久原弁財天 0.006

※環境基準とは、達成することが望ましい数値基準のことです

●二酸化窒素濃度 平成 20 年度　単位：ppm

河川名 測定地点 測定値 環境基準

有田川 二里町・大井手井堰 1.1

2.0 以下

伊万里川 大坪町・六仙寺橋 1.1

松浦川
松浦町・馬ン頭堰 1.2

大川町・井手口川合流点 1.2

徳須恵川 南波多町・高瀬橋 1.5

●河川水 BOD (75％）値 平成 20 年度　単位：mg/ ℓ

測定地点 測定値 環境基準

黒川町・福田付近 1.6
2.0 以下

黒川町・七ッ島工業団地北 3.3

黒川町・七ッ島工業団地西 1.8
3.0 以下

黒川町・七ッ島工業団地南 2.6

●海水COD (75％）値 平成 20 年度　単位：mg/ ℓ

伊万里市の環境の状況は？

平成 �0 年度の測定結果をお知らせします大気質・水質

大気質

水　質

河川水

海　水

光化学オキシダント （光化学スモッグ）に気をつけましょう

防災ネットあんあん
〈佐賀県情報 QR コード〉

大坪町・六仙寺橋

※ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）：有機汚濁物質を微生物によって分解するときに必要とされる酸素量

※ＣＯＤ（化学的酸素要求量）：有機汚濁物質を酸化剤で分解するときに消費される酸素量
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わたしたちに
できること エコチャレンジコンテスト

特 集 ６ 月 環 境 月 間

　県ではエコチャレンジシートを使って、10 日間、家

族で体験する温暖化防止活動『エコチャレンジコンテス

ト』に取り組んでいます。家族で地球のためにできるこ

とに挑戦してみませんか。多数の応募をお待ちしています。

　県では温暖化対策の標語を募集しています。あなたの

考えた標語を応募してみませんか。

　優秀賞には１万円分、最優秀賞には３万円分の商品券

がもらえます。

【応募先】

　〒 840-8570

　佐賀県佐賀市城内一丁目１番５９号

　佐賀県くらし環境本部地球温暖化対策課　

　（☎ 0952㉕ 7474　  0952㉕ 7783）

【募集期限】６月 30 日（火）（当日必着）

　『みどりのカーテン』とは、アサガオやヘチマなどの

蔓
つる

が伸びる植物を使った自然のカーテンです。見た目に

も涼しいうえに、花が咲くと非常にきれいです。園芸も

兼ねた環境活動を始めてみませんか。

　こどもエコクラブ全国事務局では、仲間と一緒にエコ

クラブを作って活動する『こどもエコクラブ』運動を推

進しています。クラブを登録してメンバーになると、メ

ンバーズバッジやエコログ（環境記録ノート）など活動

に役立つキットがもらえます。家族や友達と一緒に、環

境にやさしいことをしてみましょう。

　6 月 20 日（土）から 7 月 7 日（火）の夜 8 時から

10 時までの 2 時間、みんなで一斉に電気を消しましょ

う。ろうそくの灯の中、家族と、恋人と語り合う時間を

過ごしてみませんか。

　『打ち水』とは、ほこりを鎮めたり、涼しくしたりす

るために庭や道に水をまくことです。打ち水大作戦は、

日時を決めて、風呂の残り水などを使ってみんなで一斉

に行います。気分も涼しく過ごしませんか。

　キャンペーンに参加する事業所を募集します。キャン

ペーン内容は、次の 3 つです。

　☆エコスタイルキャンペーンの実施

　☆ノーマイカーデーの推進

　☆エコドライブの推進

　参加していただける事業所は、九州地方知事会および

佐賀県のホームページに掲載されます。

　買い物袋（マイバッグ）持参、レジ袋自
じしゅく

粛を推進する

事業所を募集します。

　また参加店舗には、マイバッグ・ノーレジ袋推進店と

して佐賀県のホームページやポスターなどで PR される

ほか、ステッカーが交付されます。

■上記すべての問合先

〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地 1

伊万里市役所　環境課

（☎㉓２１４４ 　  ㉒７６５０）

 温暖化対策キャンペーン

 みどりのカーテン

 温暖化対策キャンペーン

 こどもエコクラブ

 マイバッグキャンペーン

 打ち水大作戦

 キャンドルナイト

市民の皆さんへ

事業所の皆さんへ

地球温暖化対策への取り組みに参加してみませんか？

FAX

FAX
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inf luenza

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
ま
で
に

存
在
し
て
い
な
い
全
く
新
し
い
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
起
き
る
病
気
で
す
。
動
物
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
ヒ
ト
の
体

内
で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
化

し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
可
能
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

人
類
に
と
っ
て
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で

あ
り
、
免
疫
が
な
い
た
め
、
簡
単
に
感
染

し
て
拡
が
り
、
世
界
的
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
に
大
流
行
し
た
例
と
し
て
は
、

１
９
１
８
年
に
発
生
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の
人

口
の
25
～
30
％
が
感
染
し
、
４
０
０
０
万

人
が
死
亡
し
た
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
日

本
で
は
２
３
０
０
万
人
の
感
染
、
39
万
人

の
死
亡
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、

約
11
か
月
で
世
界
中
に
拡
が
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
は
、
都
市

部
へ
の
人
口
集
中
や
飛
行
機
な
ど
の
交
通

機
関
の
発
達
な
ど
か
ら
、
世
界
の
ど
こ
で

発
生
し
て
も
、
よ
り
短
期
間
に
ま
ん
延
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
国
内
侵
入
防
止
の
た
め
、
空
港

　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　
　

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い

た
め
に
は
、
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
し
て
、
国
や
県
が
提
供
し
て
い
る

情
報
な
ど
の
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
信

ぴ
ょ
う
性
が
低
い
情
報
や
噂
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
正
確
な
情
報
を
集
め
、
パ

ニ
ッ
ク
に
お
ち
い
ら
な
い
よ
う
冷
静
に
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
誰
で

も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
患

者
に
対
し
て
偏
見
や
差
別
の
意
識
を
持
た

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

感
染
が
拡
が
ら
な
い
た
め
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

家
庭
で
で
き
る

な
ど
で
の
検
疫
検
査
に
重
点
を
置
く
な
ど

水
際
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
内
で
も
徐
々
に
感
染
者
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
感
染
の
危
険
性
は
身
近
な

も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
４
月
28
日
に

『
伊
万
里
市
危
機
管
理
対
策
本
部
』（
本
部

長
・
塚
部
市
長
）
を
設
置
し
て
お
り
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
の
安

全
確
保
を
最
優
先
に
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
伊
万
里
・
有
田
地
区
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
指
定
医
療
機
関
と
し

て
、
市
民
病
院
で
は
、
発
熱
外
来
・
感
染

病
床
を
設
置
し
、
感
染
防
止
の
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
家
庭
な
ど
で
も
感
染
拡
大
の

防
止
と
発
生
時
の
冷
静
な
対
応
を
行
う
た

め
の
準
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
О
（
世
界
保
健
機
関
）
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
宣
言
し
て
以
来
、
そ
の

猛
威
は
日
本
で
も
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
自
分
や
家
族
を
守

る
た
め
、
感
染
予
防
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

正
し
い
情
報
の
収
集
が
重
要

■
問
合
先　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
㉒
３
９
１
６
）



７ �009.6 ６�009.6

特集  家庭でできる新型インフルエンザ対策

備
蓄

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
お
も
に

感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み

に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
外
出
す

る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な

ど
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

外
出
後
は
、
う
が
い
と
手
洗
い

を
必
ず
行
い
、
体
に
付
い
た
ウ
イ

ル
ス
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
に
必
要
の
な
い
場
合

は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
な

ど
へ
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
充
分
に
栄
養
や
睡

眠
を
と
り
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高

め
、
体
調
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流

行
す
る
と
き
は
、
食
料
品
な

ど
の
生
活
必
需
品
が
不
足
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
流
行
は
、

６
～
８
週
間
ほ
ど
続
く
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
外
出
し
な
く
て

済
む
よ
う
に
日
用
品
な
ど
を
備
蓄

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
２
週
間
分
か
ら
始
め

て
、
徐
々
に
２
か
月
分
ま
で
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
食
料
品
は

賞
味
期
限
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

日
頃
の
生
活
に
も
使
い
ま
わ
す

な
ど
無
駄
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
食
料
品

　
　
（
長
期
間
保
存
で
き
る
も
の
）

　

米
、
餅も

ち

、
乾
麺め

ん

、
乾
パ
ン
、
レ

　

ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、
冷
凍
食

　

品
、
お
菓
子
、
水
、
乳
幼
児
の

　

い
る
家
庭
で
は
粉
ミ
ル
ク
な
ど

■
医
療
品
な
ど

　

マ
ス
ク
、
う
が
い
薬
、
消
毒
用

　

ア
ル
コ
ー
ル
、
体
温
計
、
胃
腸

　

薬
な
ど
の
常
備
薬
、
氷
枕
な
ど

■
日
用
品

　

石
け
ん
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ゴ
ム

　

手
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
生
理

　

用
品
、
紙
お
む
つ
な
ど

■
そ
の
他

　

懐
中
電
灯
、
乾
電
池
、
ラ
ジ
オ
、

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど

①咳やくしゃみが出るときは、
マスクを着用しましょう

②マスクを持っていない場合は、
ティッシュなどで口と鼻をおさ
え、他の人から顔を背けて１メー
トル以上離れましょう

 『咳エチケット』
感染を拡げないためにも

　　  　　を守りましょう 

予
防

③くしゃみなどによる鼻汁や痰
などを含んだティッシュは、す
ぐにゴミ箱に捨てましょう

④咳やくしゃみを手でおさえた
場合は、手を石けんで丁寧に洗
いましょう

⑤家庭や職場で咳をしている人
がいたら、マスクの着用をすす
めましょう

今
日
か
ら
始
め
る
！
対
策
法

イ

新

●疑わしい症状がある場合は、

まっすぐに病院に行くのではな

く、必ず『発熱コールセンター』

へ電話で連絡し、その指示に従っ

て指定された医療機関を受診し

ましょう

新型インフルエンザに関することは何でも・・・

　まずは『発熱コールセンター』へお電話を！　

　０１２０−８２ー１０２５　《24 時間受付中》

●受診するときは、マスクを着

用するなど、周囲に感染させな

いように配慮しましょう。また、

公共交通機関の利用を避け、で

きる限り家族の運転する自家用

車などを利用しましょう

●『発熱コールセンター』から

指定された医療機関を受診する

ときは、必ずその医療機関に電

話で事前に連絡し、受診の時刻

や入口などについて問い合わせ

ましょう

■伊万里・有田地区の新型インフルエンザの指定医療機関：伊万里市民病院（☎㉓４１２１）



　現在、年金を受給し住民税が課税されている人は、口座振替や納付書で納めてもらっていますが、今年 10 月から、年

金保険者（社会保険庁など）が住民税を年金から引き落とし、市へ直接納入する『特別徴収制度』が導入されます。この

制度により、皆さんの納税の手間が省かれるほか、市の事務経費の節約も図られるものと見込んでいます。

　市民の皆さんの『特別徴収制度』へのご理解をよろしくお願いします。

住
民
税
の
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
（
特
別
徴
収
制

度
）
の
導
入
は
、
納
税
方
法
だ
け

を
変
更
す
る
も
の
で
す
の
で
、
こ

の
制
度
に
よ
り
新
た
な
税
の
負
担

が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な

る
の
は
、『
当
該
年
度
の
４

月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に

係
る
住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る

人
』
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
人
に

つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き

　

落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
人

◆
引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
が

　

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超

　

え
る
人
な
ど

　

引
き
落
と
し
に
あ
た
っ
て
、

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
確
定
申
告

な
ど
、
こ
れ
ま
で
必
要
で
あ
っ
た

手
続
き
は
忘
れ
ず
に
。

老
齢
基
礎
年
金
、
ま
た
は

昭
和
60
年
以
前
の
制
度
に

よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど

で
す
。
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
の
非
課
税
の
年
金
か
ら
は
、
住

民
税
の
引
き
落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　　

引
き
落
と
し
さ
れ
る
の
は
、

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計

算
し
た
住
民
税
額
の
み
で
す
。
給

与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
の
金
額

か
ら
計
算
し
た
住
民
税
額
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
給
与
か
ら
の
引
き

落
と
し
、
ま
た
は
口
座
振
替
や
納

付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住民税 の 年金からの引き落とし が始まります
平成21年10月より

 

税
の
負
担
が
増
え
る
の
？

 

今
回
の
対
象
者
は
？

 

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
？

 

引
き
落
と
し
の

　
　
　
　

住
民
税
額
は
？
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市

 《特別徴収制度》とは・・・

『特別徴収制度』

　社会保険庁などの年金
保険者が住民税を年金か
ら引き落として、市町村
へ直接納付することです。
　これから、皆さんの疑
問にお答えします。

■問合先　税務課市民税係（　☎㉓２１４８）

 

対
象
と
な
る
年
金
は
？

市

年金保険者
（社会保険庁など）

これまで

金融機関の窓口など

年金の支給 住民税納付

年金保険者
（社会保険庁など）

平成 21 年

10 月から

QQ

Q QQ

Ａ Ａ

ＡＡＡ

年金の支給

年金受給者

年金受給者

住民税

市へ直接納入

住民税額を
引いた年金額



口座振替、納付書で納める（普通徴収）

月 ７月（１期） ８月（２期） ９月（３期） 10 月（４期） 11 月（５期） 12 月（６期） １月（７期） ２月（８期）

税　　額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

算出方法 １/ ８ １/ ８ １/ ８ １/ ８ １/ ８ １/ ８ １/ ８ １/ ８

口座振替、納付書で納める（普通徴収） 年金から引き落とし（特別徴収）

月 ７月（１期） ８月（２期） ９月（３期） 10 月 12 月 ２月

税　　額 ２万円 ２万円 ２万円 ２万円 ２万円 ２万円

算出方法 １/ ６ １/ ６ １/ ６ １/ ６ １/ ６ １/ ６

年金から引き落とし（特別徴収）

月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

税　　額 ２万円 ２万円 ２万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 前年度２月と同じ額を引き落とし 年税額の残り 1/3 ずつを引き落とし

※年税額の 1/ ８ずつ集合徴収として、口座振替や納付書で納めてもらっていました

※７月・8 月・9 月は、年税額の１/ ６ずつをこれまでどおり口座振替や納付書で納めてください。10 月・12 月・
　２月は、年税額の１/ ６ずつがそれぞれ年金から引き落とされます

※４月・６月・８月は、前年度２月の税額と同額がそれぞれ年金から引き落とされます。10 月・12 月・２月は、
　年税額から４月・６月・８月の税額を差し引いた残りの税額の１/ ３ずつがそれぞれ年金から引き落とされます

●これまでの納め方

9 �009.6 8�009.6

●平成 22 年度以降の納め方（前年度に引き続き対象となる人）（例）この年度の住民税が９万円の場合

●平成 21 年度の納め方（または新たな対象者の初年度） （例）この年度の住民税が12 万円の場合

（例）この年度の住民税が12 万円の場合

平成 21 年度（または 22 年度以降、新たに対象となる人の初年度）
　新たに特別徴収の対象となった人は、第１期（７月）〜第３期（９月）に普通徴

収（口座振替や納付書で納める方法）により年税額の半分を納めてください。

　残りの額は、10 月・12 月・２月に支給される年金から特別徴収（年金から

の引き落とし）により納めることになります。

平成 22 年度以降（前年度に引き続き対象となる人）
　翌年度以降に継続して特別徴収となる人は、前年度の２月に徴収された額と

同じ額が、４月・６月・８月に支給される年金からそれぞれ引き落とされます。

　その後、確定した年税額から既に徴収された分を差し引いた残額について、

10 月・12 月・２月に支給される年金からそれぞれ均等に引き落とされます。

地
方
税
法
に
お
い
て
、

住
民
税
に
限
ら
ず
納
税

方
法
は
一
律
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
納
税
者

本
人
の
選
択
に
よ
っ
て
引
き
落

と
し
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

 
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
？

特別徴収（引き落とし）の方法

徴収方法は、引き落としが始まる年度と翌年度以降で異なります

※詳しくは下の例をご覧ください

　

た
だ
し
、
引
き
落
と
し
開

始
後
に
、
市
外
へ
の
転
出
、

税
額
の
変
更
、
年
金
の
支
給

停
止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

は
引
き
落
と
し
が
中
止
と
な

り
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

の
納
付
と
な
り
ま
す
。

Q

Ａ
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春
の
叙
勲
受
章

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章

叙 

勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

▼
池
田　

登
さ
ん
（
二
里
町
）

　

元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長

▼
河
島
靖
二
さ
ん
（
新
天
町
）

　

元
伊
万
里
市
消
防
団
団
長

で
な
く
、
日
本
の
料
理
人
に
よ
る
ハ

マ
チ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
万
里
市
の
象

徴
で
あ
る
伊
万
里
焼
の
器
も
展
示
さ

れ
、
見
事
に
料
理
と
調
和
し
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
大
連
市
側
か
ら
は
、

伊
万
里
市
民
約
50
名
に
中
国
の
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
両
市
の
市
民
は
、
豊
か
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
交
流
会
は
大
成
功
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
に
は
『
民
以
食
為
天
』

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。『
人
は
食
べ
る
こ
と
を
最

上
の
喜
び
と
す
る
』
と
い
う

意
味
で
す
。
食
は
、
ど
の
国

の
国
民
に
と
っ
て
も
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

お
互
い
に
交
流
し
や
す
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
交

流
会
を
通
じ
て
、
伊
万
里
市

と
大
連
市
の
交
流
が
更
に
広

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
市
で
は
、
日
本
独
特
の
食

文
化
を
紹
介
し
、
伊
万
里
湾
の
食
材

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
中
国

の
各
都
市
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
３
月
に
大
連
市
で
、
地
元
企

業
の
『
遼
寧
省
海
洋
漁
業
集
団
公

司
』
と
の
連
携
に
よ
り
、『
伊
万

里
海
洋
食
品
文
化
交
流
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
私
は
、
伊
万
里
市
長

の
通
訳
と
し
て
随
行
し
、
懐
か
し

い
大
連
市
に
帰
り
ま
し
た
。
今
回

の
交
流
会
で
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
料
理
や
酒
、
調
味
料
な
ど
を
大

連
市
民
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
だ
け

 

鄒  

旭
（
ス
ウ  

キ
ョ
ク
）

 

▽
１
９
７
３
年
湖
北
省
生
ま
れ 

35
歳

 

▽
大
連
高
新
技
術
産
業
園
区

　

内
資
招
商
局
（
通
称
・
大
連
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
）
勤
務

 

▽
妻
と
娘
（
９
歳
）の
３
人
家
族

　

現
在
、
単
身
赴
任
中
！

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

ス
ー　

リ
ポ
ー
ト 

④

さ
　ん

▼
原
口
辰
巳
さ
ん
（
松
浦
町
）

　

元
公
立
中
学
校
長

伊 万 里 市 と 大 連 市 と の
食 文 化 に よ る 交 流 会

大連市長（右）との会見の様子

　

消
防
本
部
は
、
川
に
転
落
し

た
男
性
を
救
助
し
た
大
坪
小
学

校
の
光
武
充
雄
校
長（
武
雄
市
）

と
山
崎
直
美
教
諭
（
山
代
町
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
全
校
遠
足
で
国

見
台
陸
上
競
技
場
に
向
う
途

中
、
体
調
が
悪
そ
う
な
男
性
に

出
会
い
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

そ
の
男
性
が
否
定
し
た
た
め
一

旦
別
れ
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
、
男
性
が
歩
道
か
ら
川
に

転
落
。
２
人
は
、
急
い
で
溺
れ

て
い
た
男
性
を
川
岸
ま
で
引
き

上
げ
、救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
に
行
わ
れ
た
感
謝

状
贈
呈
式
で
、
山
口
正
信
消

防
長
が
「
子
ど
も
た
ち
の
模
範

と
な
る
立
場
の
方
が
、
見
事
な

連
携
で
人
命
救
助
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
立
派
な
伊
万

里
っ
子
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と

お
礼
を
述
べ
る
と
、２
人
は「
当

然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
で
恐
縮

し
て
い
る
。
日
ご
ろ
か
ら
の
観

察
や
目
配
り
が
大
事
だ
と
実
感

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

  

川
に
転
落
し
た
男
性
を
救
助

　
　
　
　

見
事
な
連
携
の
２
人
に
感
謝
状

　

春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
受
章
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

消防本部から感謝状を贈られた光武
充雄さん（右）、山崎直美さん（左）

　

塚
部
市
長
が
、
江
島
下
関
市

長
の
後
任
と
し
て
日
本
港
湾
協

会
九
州
支
部
連
合
会
長
に
就
任

し
、
５
月
19
日
に
青
森
県
八
戸

市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
港
湾
協

会
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
で
は
、現
在
、七
ッ

塚
部
市
長
が

     

日
本
港
湾
協
会
九
州
支
部
連
合
会
長 

に
就
任

島
地
区
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
大
水
深
岸
壁
の
建
設
や
、
臨

港
道
路
七
ッ
島
線
の
整
備
な
ど

国
の
直
轄
事
業
が
進
行
し
て
お

り
、
今
回
の
塚
部
市
長
の
会
長

就
任
に
よ
り
さ
ら
な
る
予
算
確

保
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

  

↑
総
会
に
出
席
す
る
塚
部
市
長（
左

     

か
ら
２
人
目
）
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議

会

報

告

平
成
�1
年
第
１
回
臨
時
会

　

平
成
21
年
第
１
回
臨
時
市
議
会
が
５
月
11
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
内
山
泰
宏

議
員
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
議
案
４
件
、
一
般
議
案
６
件
、
予
算
議
案
５
件
、

議
会
議
案
１
件
、
報
告
１
件
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
提
出
議

案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

　

収
納
対
策
室
の
新
設
に
伴
い
、

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
対
象
職
員

の
所
属
部
署
に
関
す
る
規
定
を
整

理
す
る
も
の
で
す
。

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
長

期
優
良
住
宅
の
基
準
に
該
当
す
る

新
築
住
宅
に
つ
い
て
、
固
定
資
産

税
の
減
額
に
必
要
な
手
続
き
を
定

め
る
も
の
で
す
。

■
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

立
目
運
動
広
場
に
つ
い
て
、
市

の
体
育
施
設
と
し
て
の
供
用
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

■
用
品
調
達
基
金
条
例
の
廃
止

　

事
務
の
Ｏ
Ａ
化
の
進
展
に
伴

い
、
用
品
調
達
基
金
に
よ
っ
て
一

括
購
入
し
て
い
た
帳
票
類
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
同
基
金
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

◎前　田　儀三郎
○山　﨑　秀　明
　前　田　教　一
　松　永　孝　三
　高　木　久　彦
　占　野　秀　男
　盛　　　泰　子
　浜　野　義　則

◎笠　原　義　久
○草　野　　　譲
　内　山　泰　宏
　船　津　賢　次
　前　田　久　年
　樋　渡　雅　純
　島　田　布　弘
　下　平　美　代

◎堀　　　良　夫
○松　尾　博　幸
　松　尾　雅　宏
　多久島　　　繁
　渡　邊　英　洋
　岩　橋　紀　行
　田　中　啓　三
　福　田　喜　一

◎占　野　秀　男
○前　田　久　年
　松　永　孝　三
　船　津　賢　次
　樋　渡　雅　純
　高　木　久　彦
　岩　橋　紀　行
　田　中　啓　三
　福　田　喜　一

委員会構成

文教厚生委員会

産業建設委員会

議会運営委員会

◎は委員長、○は
副委員長、敬称略

総 務 委 員 会

内 山 泰 宏 副議長

■
専
決
処
分
の
承
認
（
※
）

　

次
の
４
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平

成
21
年
３
月
31
日
に
専
決
処
分
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
承
認

を
受
け
る
も
の
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
の
改
定
な
ど
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

▽
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
土

地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調

整
措
置
の
継
続
な
ど
必
要
な
改
正

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▽
平
成
�0
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
７
号
）

　

法
人
市
民
税
の
減
収
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
に
お
い
て
法
人
市
民
税
、

基
金
繰
入
金
な
ど
を
減
額
し
、
特

別
交
付
税
お
よ
び
市
債
を
増
額
し

た
も
の
で
す
。

▽
平
成
�0
年
度
工
業
用
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

企
業
債
償
還
額
の
確
定
に
伴
う

補
正
な
ど
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価
員
・
川
久
保 

茂

氏
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
前
田

和
也
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

■
監
査
委
員
の
選
任

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て

島
田
布
弘
議
員
を
選
任
す
る
も
の

で
す
。

■
平
成
�1
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

　

深
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
に
対
す
る
補
助
金
、
高

規
格
救
急
車
の
装
備
に
要
す
る
経

費
、
大
川
町
の
地
域
お
こ
し
イ
ベ

ン
ト
の
記
念
大
会
開
催
に
対
す
る

補
助
金
な
ど
を
補
正
予
算
と
し
て

追
加
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
補

正
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
０
１
６
万
６
千
円
が
追
加
さ

れ
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

は
198
億
９
６
１
６
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

■
平
成
�1
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

　

ほ
か

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど
４
件
の
特
別
会
計
予
算

の
補
正
を
行
う
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
平
成
20
年
度
決
算
に
お
い
て
歳

入
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る

た
め
、
平
成
21
年
度
の
歳
入
を
繰

り
上
げ
て
充
用
す
る
も
の
で
す
。

■
市
政
に
係
る
基
本
的
な
計
画
の

　

策
定
等
の
手
続
き
に
関
す
る
条

　

例
の
制
定

　

市
政
運
営
の
根
幹
と
な
る
基
本

的
な
計
画
に
つ
い
て
、
議
会
が
積

極
的
に
関
わ
る
た
め
、
市
総
合
計

画
の
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
を
議

決
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

条 

例 

議 

案

議 

会 

議 

案

予 

算 

議 

案

一 

般 

議 

案

※専決処分：議会の議決を要する案件を早急に決定しなければならない場合であって、議会を開くことができない
ときなどに、市長の判断で決定（処分）し、その後開かれる議会で承認を求めるもの（地方自治法第 179 条第１項）
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来
年
２
月
４
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
、
第
27
回
地
域
づ
く
り
団

体
全
国
研
修
交
流
会
佐
賀
大
会
～

平
成
ま
ち
づ
く
り
維
新
は
佐
賀
か

ら
～
『
も
や
い
』
で
つ
な
ぐ
『
協

働
の
ま
ち
』
の
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
全
国
で
市

民
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
が

集
ま
り
、
意
見
交
換
や
お
国
自
慢

な
ど
に
よ
り
、
交
流
と
懇
親
を
深

め
、
自
ら
の
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

２
月
４
日
は
前
夜
祭
、
５
日
は

全
体
会
と
分
科
会
、
６
日
は
分
科

会
の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

前
夜
祭
と
全
体
会
は
佐
賀
市
、

分
科
会
は
佐
賀
県
内
13
会
場
に
分

か
れ
、
伊
万
里
市
で
開
催
さ
れ
る

分
科
会
で
は
、
私
た
ち
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
が
担
当
し
、

伊
万
里
か
ら
食
・
農
・
環
境
を
考

え
る
～
豊
か
な
自
然
・
風
土
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
を
テ
ー
マ

に
開
き
ま
す
。

　

市
民
図
書
館
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
た
市
民
手
作
り
に
よ

る
図
書
館
の
充
実
ぶ
り
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
全
国
に
知
ら

れ
た
歴
史
あ
る
『
秘
窯
の
里
』
大

川
内
山
を
案
内
し
て
、
伊
万
里
焼

の
よ
さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
伝
統
と
伊
万
里
の
よ
さ
を

継
承
し
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く

環
境
づ
く
り
の
た
め
の
素
晴
ら
し

い
活
動
と
、
さ
ら
に
地
域
の
特
産

物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
地
域
お
こ
し
活
動

や
、
地
元
農
水
産
物
を
使
っ
た
食

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
伊
万
里
の
自
然
を
活
か
し
た

活
動
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
、「
ま
た
伊

万
里
に
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
伊
万
里
の
魅
力
を
存

分
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
活

動
団
体
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
目
を

通
し
た
、
身
近
な
気
に
な
る
ニ
ュ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

市民ネットワーク『いまり』
副理事長　松尾 清 さん

（市ボランティア連絡協議会会長）

　

現
在
、市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
で
は
、
私
た
ち
の
住
む
ま

ち
・
伊
万
里
か
ら
全
国
に
何
を
ど

う
発
信
す
る
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
20
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
交
え
、

実
行
委
員
会
を
作
っ
て
、
資
金
不

足
と
格
闘
し
な
が
ら
、
他
の
分
科

会
に
負
け
な
い
よ
う
な
内
容
に
す

る
た
め
、
独
自
の
特
色
あ
る
企
画

づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
分
科
会
を
通
し
て
、
全
国
の
豊

富
な
経
験
や
知
恵
を
持
つ
人
た
ち

の
新
し
い
視
点
や
考
え
を
聞
く
こ

と
は
、
今
後
の
新
た
な
市
民
活
動

の
展
開
に
向
け
て
、
非
常
に
よ
い

刺
激
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

さ
ら
な
る
結
束
に
つ
な
が
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
内
で
そ
れ
ぞ
れ
に

活
動
を
さ
れ
て
い
る
市
民
活
動
団

体
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

問
合
先　

　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』

事
務
局
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

（
☎
㉓
２
１
９
８
）

 

第
�7
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国

  

研
修
交
流
会
佐
賀
大
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

 
キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

●
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
㉓
２
１
１
５
）

Ｎ

活発な意見が飛び交う実行委員会

伊
万
里
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

特
色
あ
る
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す

　

６
月
か
ら
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

調
査
対
象

　

７
月
１
日
現
在
に
お
け

る
、
す
べ
て
の
企
業
・
事

業
所

●

調
査
概
要

　

国
内
す
べ
て
の
産
業
分

野
に
つ
い
て
、
事
業
の
種

類
や
従
業
員
規
模
な
ど
の

基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
ほ
か
、
今
後
実
施
す

る
各
種
統
計
調
査
の
元
と

な
る
情
報
を
整
備
す
る
た

め
、
総
務
省
が
企
業
や
事

業
所
に
対
し
て
行
う
調
査

で
す
。

※
記
入
さ
れ
た
内
容
を
他

　

に
漏
ら
し
た
り
、
統
計

　

以
外
の
目
的
に
使
用
す

　

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

●

問
合
先

　

情
報
広
報
課
市
民
サ
ー

　

ビ
ス
係

（　

☎
㉓
５
４
９
１
）

　　

今
回
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
は
、

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流

会
佐
賀
県
大
会
・
伊
万
里
分
科
会

実
行
委
員
会
で
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
へ
の
調
査

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

リ
ポ
ー
タ
ー
紹
介
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稲
作
は
日
本
の
農
業
の
中
で

も
特
別
で
、
年
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
な
ぼ
り
も
そ
の
一
つ
で
、

田
植
え
の
無
事
を
祝
い
、
田
の

神
を
山
へ
送
る
行
事
で
す
。

　

旧
暦
六
月
ご
ろ

の
行
事
で
し
た

が
、
現
在
で
は
早わ

稲せ

や
晩お

く

生て

な
ど
の

品
種
に
よ
っ
て
、

田
植
え
の
時
期
が

異
な
る
の
で
、
さ

な
ぼ
り
も
４
月
か

ら
７
月
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
植
え
の
月
だ
っ
た
旧
暦
五

月
を
『
さ
・
つ
き
』
と
い
う
よ

う
に
、『
さ
』
と
は
田
の
神
の

こ
と
で
す
。
旧
暦
五
月
五
日
の

の
ぼ
り
節ぜ

っ

供く

な
ど
で
、
山
か
ら

迎
え
た
『
さ
＝
田
の
神
』
を
、

田
植
え
後
に
山
へ
送
る
『
さ
・

登の
ぼ

り
』
が
語
源
で
す
。

　

む
か
し
の
農
業
は
手
作
業
で

し
た
。
特
に
田
植
え
や
稲
刈
り

は
、
そ
の
一
家
だ
け
で
は
人
手

が
足
り
ず
、
大
勢
の
人
々
か
ら

加
勢
を
受
け
る

大
変
な
作
業
で

し
た
。

　

さ
な
ぼ
り
で

は
、
田
植
え
に

加
勢
を
受
け
た

人
々
に
、
う
ど

ん
や
ぼ
た
も
ち
、

け
え
ら
ん
饅ま

ん

頭
じ
ゅ
う

な
ど
を
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。
田
植
え
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
人
々
の
結
束
を
強
め

た
の
で
す
。

　

機
械
化
が
進
み
、
田
植
え
も

少
人
数
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
さ
な
ぼ
り
は
農
家

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

さ
な
ぼ
り

〜
田
植
え
の
無
事
を
祝
い
、
田
の
神
を
山
へ
送
る
行
事
〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事
⑥

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　

５
月
10
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
永
年
勤
続
役
員
な

ど
10
人
が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
ほ
か
、
元
市
助
役
の
富
村
繁

雄
氏
の
『
鄭て

い
せ
い
こ
う

成
功
と
古
伊
万
里
』

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和
34
年
に
発
足
さ

れ
、
伊
万
里
の
歴
史
や
民
俗
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
郷
土

文
化
の
発
展
の
寄
与
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会 

　

昭
和
36
年
に
は
、
研
究
の
成
果

を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
よ
う
と
機

関
誌
『
烏

か
ら
す

ん
枕

ま
く
ら

』
を
創
刊
。
現
在

は
第
82
号
を
数
え
て
お
り
、
市
民

の
生
涯
学
習
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
見
識
を

生
か
し
、
窯
跡
な
ど
の
発
掘
作
業

へ
の
協
力
の
ほ
か
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
開
館
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
17
年
に
は
地
域
文
化
功

労
者
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ

伊万里市郷土研究会
久 我 俊 郎 会長

　国では、平成11年６月23日に施行された『男女共同

参画社会基本法』の理解と関心を深めるため、毎年６月

23日から29日までの１週間を『男女共同参画週間』と

しています。

　このような中、伊万里市は県内に先がけ、平成13 年に、

『男女共同参画都市宣言』を行い、これを市民の皆さん

へ広げていくため、市民の代表で組織する『いまりプラ

ザ』とともに、『女
ひと

と男
ひと

きらめきフォーラム』や出前講

座などの啓発活動を続けてきました。

　また、平成15年に策定した『男女協働参画基本計画』

に基づき、保育園などの早い時期から年代に応じた男女

平等教育を行うなど、それぞれの部署で男女協働参画社

会づくりに配慮した事業に取り組んでいます。

　『男女共同参画社会基本法』の施行から10年が経過し、

私たちのまわりはどう変化したでしょうか？

　皆さんもこれを機会に、自分らしく暮らせる社会の実

現をめざして、男女のパートナーシップについて考えて

みましょう。

●男女共同参画社会とは、『性別を超え、時代を超え、　
　多様な生き方を認め合い、男（ひと）と女（ひと）が　
　力を合わせ　あなたらしく　わたしらしく　すべて
　のひとがきらめく』社会のことです
　　　　〜『伊万里市・男女共同参画都市宣言』より〜

６月 �� 日（火）〜 �9 日（月）は

れ
て
い
ま
す
。

　

創
立
50
周
年
を
迎
え
、
久
我
俊

郎
会
長
は
「
先
輩
方
が
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
で
あ
り
、
誇
り
に
思

う
と
同
時
に
責
任
を
感
じ
て
い

る
。
ま
だ
伊
万
里
に
は
貴
重
な
資

源
が
眠
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

調
査
を
重
ね
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

伝
え
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

創
立
50
周
年今年度の標語『共同参画 新たな社会の パスワード』

「男女共同参画週間」　です

昨年、大川内小学校で
行われた田植えの様子
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　建設が進む県営井手口川ダムの定礎式が、大川町東田代

で行われました。この日、参加したのは地元関係者や行政、

工事関係者の約 200 人。定礎式では、関係者らがダムの

堤の部分に礎石を固定し、平成 23 年度末の完成に向け、

工事の安全祈願を行いました。このダムは、治水をはじめ

水道用水の水源確保や農業用水として利用されます。

↑礎石を固定する塚部市長（右から２番目）と来賓の皆さん

　　   井手口川ダム定礎式多目的ダムの完成に向け安全祈願

　本格的なマリンレジャーシーズンを前に、ＮＰＯ法人『伊

万里湾小型安全協会』青バイ隊の出動式が山代町久原ふ頭

でありました。この日、出動式に臨んだ隊員たちは、早速、

水上バイクにまたがり、伊万里湾海上保安署の巡視艇とと

もに鷹島肥前大橋までパトロール。プレジャーボートに乗

った釣り客らに救命胴衣の着用などを呼びかけました。

↓海の安全を呼びかける青バイ隊が伊万里湾内のパトロールに出動！

　　　青バイ隊、海難防止活動出動式海の安全呼びかけ青バイ隊出動！

　鷹島肥前大橋開通に沸く松浦市鷹島町の道

の駅『鷹
たか

ら島
じま

』で『伊万里・松浦どっちもう

まか祭
さい

』が開催されました。これは、伊万里

市と長崎県松浦市が共同で開いた物産展で

す。この２日間、特設会場では伊万里・松浦

の計 20 業者が出品。伊万里特産の伊万里牛

や各種加工品、松浦特産のフグの唐揚げなど

『美味しい』品々が所狭しと並べられました。

また、豪華賞品が当たる抽選会や魚釣りも行

われ、たくさんの観光客でにぎわいました。

　　　伊万里・松浦どっちもうまか祭鷹島で『伊万里』をＰＲ！

↓大勢の観光客でにぎあう各ブース（上段）と鷹島肥前大橋の全景（中央写真）

まちの話題

5.10

4.29

みんなの広場

5.16-17 がっちり握手する塚部市長（左）と
友広松浦市長（右）ドキドキの抽選会
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　小島宗光さんと西山茂さんの合作の詩画集『おくる歌＊

おくる言葉』の出版記念パネルトークが市民図書館で行わ

れました。この本は、生死を観るものは心を観るという観

点にたち、重くなりがちなテーマである死にむかう姿を正

面から見つめながら『命のほとばしり』を描いたもので全

編にわたり味わい深い慈愛に満ちた内容となっています。

↓出版までの苦労を語る小島宗光さん（左）と西山茂さん（右）

　　    『おくる歌＊おくる言葉』出版記念パネルトークほとばしる命を描いた詩画集出版

みんなの広場

↑色鮮やかな大輪のピンクの花が美しい作品『切木のぼたん』

　伊万里を拠点に国際的な活動をしながら、昨年１月に

88 歳で亡くなった日本画家、古川華南さんの初の回顧展

が市民センターで開かれました。回顧展では、生涯で描い

た約 400 点のうち、ふるさとの風景画など代表作 66 点

を展示。伊万里を愛し、晩年まで制作に没頭した画家の生

涯と日本画の美しさに触れる貴重な機会となりました。

　　　 『古川華南の世界』回顧展郷土を愛した画家の『美』の世界

　波多津地区統合簡易水道竣工式が波多津町筒井で行わ

れ、塚部市長らの通水式により本格的供用を開始しました。

これは波多津町浦地区に水道水を供給している市営の簡易

水道と中山地区の組合簡易水道を統合し、波多津町内の水

道未普及地域の解消を目的として建設したもので、より安

全で安心できる水道水の供給ができるようになりました。

↑通水式を行う塚部市長（中央）と井手区長会長（右）と前田議長

　　   波多津地区統合簡易水道竣工式安全で安心できる水を供給します

　牧島小学校の全校児童 87 人が、新１年生の歓迎遠足を

兼ねて金
きんかん

柑の収穫体験を行いました。これは、農業体験を

通して地域とのふれあいや『食』の大切さを感じてもらい

たいと、木須町の石丸満馬さんの協力により毎年開催され

ているものです。約 40 分かけて金柑畑に到着した児童た

ちは、たわわに実った甘い金柑に舌鼓を打っていました。

↓たわわに実った金柑を収穫する牧島小学校の児童たち

　　　牧島小学校で歓迎遠足と金柑ちぎり金柑の収穫で『食』の大切さを実感

5.3

5.16

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

5.16

4.17



遮
断
機
に
白
一
色
の
女
学
生

父
の
日
の
ピ
ン
ク
の
薔
薇
は

　

机
上
よ
り
い
つ
し
か
去
り
て
平
日
と
な
る

立
花
町

永
尾　

勲

村
田　

昭
典

脇
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
』
と
『
１
日
図
書
館
員
』

月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
児

童
福
祉
週
間
を
前
に
、
４
月

22
日
に
川
東
保
育
園
で
、
こ
い
の

ぼ
り
掲
揚
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
日
、
園
児
か
ら
贈
ら
れ
た
手
作

り
の
兜

か
ぶ
と
を
つ
け
た
塚
部
市
長
と
園

児
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
こ
い

の
ぼ
り
を
掲
揚
。
塚
部
市
長
は
、

『
大
空
に
元
気
い
っ
ぱ
い
川
東
の

　

川
東
と
大
坪
の
保
育
園
児
が
体
験
・
挑
戦

園
児
』
と
書
か
れ
た
色
紙
を
園
児

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、「
こ
い
の
ぼ
り

の
よ
う
に
元
気
に
た
く
ま
し
く
育

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
園
児
た
ち
に

話
し
ま
し
た
。

書
館
法
の
制
定
を
記
念
す

る
『
図
書
館
記
念
日
』
の
４

月
30
日
、
市
民
図
書
館
で
大
坪
保

育
園
の
年
長
・
年
中
組
園
児
62
人

　

め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
川
﨑
サ
ツ
さ

ん
（
東
山
代
町
大
久
保
）
を
、

塚
部
市
長
が
５
月
10
日
に
訪

問
し
、
104
番
目
と
な
る
百
寿

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

サ
ツ
さ
ん
は
、
食
欲
旺お

う
せ
い盛

で
お
元
気
そ
の
も
の
。
長
年
、

炭
鉱
や
陶
器
製
造
な
ど
の
仕

事
に
、
な
ん
と
74
歳
近
く
ま

で
元
気
に
働
い
て
お
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
趣
味
は

散
歩
と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と

川﨑 サツ　

（東山代町大久保）

５月 10 日贈呈（104 番目）

で
、
番
組
の
中
で
も
プ
ロ
野

球
と
時
代
劇
が
大
好
き
な
サ

ツ
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は

「
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
る

こ
と
」
と
穏
や
か
に
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
塚
部

市
長
か
ら
記
念
の
プ
レ
ー

ト
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
百

寿
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
て

も
ら
う
と
満
面
の
笑
み
で

喜
ば
れ
、
大
事
に
贈
ら
れ

た
メ
ダ
ル
を
両
手
で
握
り

し
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

↑上手に貸し出しが出来ました♪

が
『
１
日
図
書
館
員
』
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
犬
塚
図
書
館
長
か
ら

『
任
命
証
』
と
『
１
日
図
書
館
員
の

メ
ダ
ル
』
を
手
渡
さ
れ
た
園
児
た

ち
は
、
全
員
が
交
代
で
図
書
の
貸

し
出
し
業
務
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
友

達
が
選
ん
だ
好
き
な
絵
本
と
利
用

カ
ー
ド
を
差
し
出
す
と
『
ピ
ッ
ピ

ッ
』
と
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

上
手
に
貸
し
出
し
業
務
を
行
う
な

ど
、
図
書
館
で
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

百寿メダル贈呈百寿メダル贈呈
いつまでもお元気で

大
空
に

　

元
気
に
泳
げ

　
　

こ
い
の
ぼ
り　

５

図

さん

�009.6 16



�009.617

   

肝
臓
疾
患
の
予
防
に
つ
い
て

　

    

伊
万
里
市
立
市
民
病
院  

内
科　

吉
村
昌
也

井
い で

手 淳
あつ

美
み

さん

★
お
仕
事
は　

看
護
士
の
母
に
憧

れ
、
岡
村
医
院
に
勤
務
し
て
５

年
目
の
看
護
士
で
す
★
い
つ
も

明
る
く
、
常
に
笑
顔
を
大
切
に

し
て
患
者
さ
ん
た
ち
に
、
た
く

さ
ん
の
『
癒
し
』
を
与
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す

(^^)

★
趣
味
は　

ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す
ね

♥
特
に
『
コ
ア
リ
ズ
ム
』
に
夢

中
で
、
め
ざ
す
は
杉
本
彩
ば
り

の
ナ
イ
ス
バ
デ
ィ
で
す
♬

★
好
き
な
食
べ
物
は　

　

刺
身
（
特
に
貝
類
は
最
高
で
す
）

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は　

　

や
さ
し
く
て
、
頼
り
が
い
の
あ

る
人
で
す
♥
彼
氏
、
大
募
集
中

で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
♥

★南波多町谷口

★おとめ座・Ａ型
　

わ
た
し
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

お
歌
や
踊
り
が
大
〜
好
き
♥
今
、

夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
は
『
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
』
♬
大
き
く
な
っ

た
ら
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
頑
張
っ

て
い
る
東
八
谷
青
年
部
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
な
ぁ
♥

原
はら

口
ぐち

 瑠
る

那
な

さん

　

い
つ
も
元
気
で
、
妹
思
い
の
瑠

那
ち
ゃ
ん
♬
家
で
も
仲
良
く
遊
ん

で
く
だ
さ
い
ね
♬
元
気
で
明
る
い

女
の
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
♥

★重利・みどりさんの長女

★二里町東八谷搦

(　  )２歳
11 か月

(�� 歳)

　

肝
臓
が
悪
い
と
聞
い
て
『
お
酒

の
飲
み
す
ぎ
』
だ
け
が
原
因
と

思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

最
近
『
Ｃ
型
肝
炎
』
と
い
う
病
名

を
よ
く
耳
に
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
出
産
を

控
え
た
人
や
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
で
検
査
を
受
け
て
い
る
人

は
別
と
し
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
て
い
る
人
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
佐
賀
県
は
肝
臓
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
10
年
連
続
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
。
今
後
10
年
で
毎

年
300
人
以
上
が
肝
臓
が
ん
で
亡
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
原

因
の
約
８
割
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
と
聞
く
と
他
人
事
の

よ
う
に
思
い
、
意
識
し
て
検
査
さ

れ
て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す

が
、
感
染
者
は
全
世
界
で
約
２
億

人
、
国
内
で
も
220
万
人
の
感
染
者

が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
す
る
と
健
康
な
成
人
で
あ
っ

て
も
、
約
70
％
の
割
合
で
慢
性
肝

炎
へ
と
移
行
し
ま
す
。

　

ま
た
慢
性
化
し
た
場
合
、
感
染

に
よ
る
炎
症
の
持
続
に
よ
り
、
20

～
30
年
経
過
す
る
と
肝
硬
変
や
肝

臓
が
ん
を
発
病
さ
せ
る
恐
ろ
し
い

ウ
イ
ル
ス
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
経

過
中
は
肝
臓
に
ま
っ
た
く
症
状
が

現
れ
ず
、
自
覚
し
た
と
き
に
は
重

症
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
は
未
感
染
者
に
比

べ
、
肝
臓
が
ん
の
発
病
リ
ス
ク
が

約
１
７
０
０
倍
に
上
昇
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
佐
賀
県
で
は
肝
臓
が

ん
死
亡
者
数
の
減
少
を
目
指
し

て
、
平
成
20
年
４
月
よ
り
指
定
の

医
療
機
関
に
お
い
て
、『
緊
急
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
（
無
料
）』
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
感
染
が
確

認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
肝
炎
の
治

療
に
よ
っ
て
は
、
か
な
り
高
額
な

費
用
を
要
す
る

こ
と（
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
投
与

な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容

に
よ
っ
て
は
自
己
負
担
額
の
一
部

が
助
成
を
受
け
ら
れ
る
制
度
も
同

時
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
家
族
や
自
分
の
た
め

に
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
Ｃ
型
肝

炎
の
治
療
は
も
と
よ
り
、
慢
性
肝

炎
の
人
の
高
齢
化
や
肝
硬
変
や
肝

臓
が
ん
ま
で
進
行
し
た
症
例
に
つ

い
て
も
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り

日
々
治
療
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て

い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
受
診

す
る
か
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

怖
い
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

予
防
策
は
・
・
・

若
い
う
ち
か
ら
『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
』
を

 

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

慢
性
肝
炎
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

ビ
ー
ル
の
美
味
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
診
断
な
ど
で

肝
臓
な
ど
の
検
査
数
値
が
気
に
か
か
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
回
は
、
肝
臓
疾
患
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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６月の市民スポーツ

７日（日）
●伊万里町民球技大会
　８時40分開会　啓成中学校
�1 日（日）
●二里町民婦人バレーボール大会
●二里町民インディアカ大会
●二里町民グラウンド・ゴルフ大会
　８時 30 分開会　二里小学校
●二里町民ゲートボール大会
　８時 30 分開会　二里ゲートボール場
●山代町民ゲートボール大会
　８時 30 分開会　山代ゲートボール場
�8 日（日）
●牧島町民球技大会
　８時 30 分開会　牧島小学校
●大川内町民ゲートボール大会
　８時開会　大川内小学校
●黒川町民球技大会
　８時開会　黒川小学校
●大川町民球技大会
　８時 30 分開会　東陵中学校
●東山代町民バレーボール大会
　８時 30 分開会　国見中学校
７月５日（日）
●大坪地区子ども会球技大会
　８時開会　大坪小学校

６日（土）、７日（日）
●市長旗争奪伊万里市中学生野球大会
　８時 20 分開会　国見台野球場
７日（日）
●伊万里市民グラウンド・ゴルフ大会
　８時30分開会　国見台陸上競技場ほか
1� 日（土）〜毎週土・日曜日
●伊万里市民早起き野球大会
　６時開会　国見台野球場
14 日（日）
●市協会長杯争奪親子バレーボール大会
　９時開会　国見台体育館
●伊万里市スポーツ少年団交流大会
　８時開会　南波多小学校
�1 日（日）
●あじさいカップバドミントン選手権大会
　９時開会　国見台体育館
７月１日（水）〜毎週水・金曜日
●市長旗争奪ママさんナイター
　　　　　　　　　バレーボール大会
　19 時開会　国見台体育館
７月５日（日）
●伊万里市民ソフトバレーボール大会
　８時 30 分開会　国見台体育館

種　目 優　勝 ２　位 ３　位

男子団体 敬徳高校 松尾オートＢ 松尾オート A 山代ＴＴＣ

一般男子 河村翔太
（敬徳高校）

横尾健児
（松尾オート）

下平悦也
（大川内体協）

吉永健吾
（松尾オート）

男　子
シニア

高野政男
（山代ＴＴＣ）

仲尾安喜
（ＰＦクラブ）

福田隆博
（伊万里市役所）

松尾尚志
（山代ＴＴＣ）

男　子
ベテラン

栗原　崇
（ナカスポ ベテラン）

樋口勇次
（福島クラブ）

岩﨑忠義
（大川内体協）

前田秀樹
（ＰＦクラブ）

女子団体 伊万里農林
高校Ａ

ナカスポ
レディース

伊万里農林
高校Ｃ

伊万里農林
高校Ｂ

一般女子 古川葉子
（ナカスポ  レディース）

青山雪美
（伊万里農林高校）

川原　渚
（伊万里農林高校）

江里佳恵
（伊万里農林高校）

女　子
シニア

仲尾弘子
 （ナカスポレディース）

高瀬サチ子
（金曜会）

田代智恵子
（金曜会）

川久保いずみ
（浦之崎病院）

４月 12 日（日）国見台体育館
伊万里市職域・クラブ卓球大会

■　団体 31 チーム
■　個人 106 人

　

市
少
年
相
撲
大
会
・
小
学
生
大
会
が
５

月
17
日
に
、
国
見
台
相
撲
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
開
始
当
初
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天

で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
気
で
雨
雲

を
吹
き
飛
ば
し
、
天
気
も
回
復
。
大
相
撲

さ
な
が
ら
の
手
に
汗
握
る
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。
真
剣
な
取
り
組
み
に
、
会
場
に

つ
め
か
け
た
保
護
者
た
ち
か
ら
は
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
位
の
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

市 少 年 相 撲 大 会
　

 

ち
び
っ
子
力
士 

大
奮
闘
！

個人の部 団体の部

男

子

５

年

生

優勝 川原信之（伊万里小） 優勝

２位

３位

黒川小学校

牧島小学校

波多津東小学校

２位 田中聖人（波多津東小）

３位
斉藤　純（南波多小）
朝比奈広衛（黒川小）

６

年

生

優勝 古賀貴之（伊万里小） 優勝

２位

3 位

伊万里小学校

南波多小学校

大坪小学校

２位 樋渡隆登（伊万里小）

3 位
原田周祐（黒川小）
渕ノ上貴一（立花小）

女

子

５

年

生

優勝 前川彩乃（二里小）
優勝 大坪小学校

２位 山口真由（東山代小）

３位
前濱玲奈（東山代小）

２位 二里小学校
下平美沙紀（二里小）

６

年

生

優勝 塩屋稀美（山代東小）
優勝 二里小学校Ａ

２位 辻　優輝（二里小）

３位
前田京香（二里小）

２位 大坪小学校
中野明香（大川内小）

敢闘賞
５年生 坂口佳穂（牧島小）
６年生 吉丸侑希（立花小）

 ↑豪快な投げなど、迫力ある取
 　り組みの連続でした

６月の町民スポーツ
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　※市内出身選手の上位成績は次のとおりです

■男　子
● 400 Ｍ
　２位　50秒0　佐々木大地（伊万里高校）
● 5000 Ｍ
　３位　15分30 秒4　古賀慶彦（SUMCO）
●中学 100 Ｍ
　１位　11秒1　福富晃希（啓成中学校）
●中学 3000 Ｍ
　１位　9分20秒1　穐本悠貴（青嶺中学校）
　２位　9分21秒4　辻　祐太（青嶺中学校）
●走幅跳
　２位　6ｍ59　岡本悠太（佐賀陸協）
　３位　6ｍ55　瀬戸遼太郎（伊万里農林高校）
●棒高跳
　１位　4ｍ10　山口仁志（伊万里市陸協）
●槍投
　３位　51ｍ96　東嶋倫太郎（伊万里高校）

■女　子
● 100 Ｍ
　１位　12秒7　小川華奈（伊万里商業高校）
● 3000 Ｍ
　２位　10分29秒1　金子真美（伊万里商業高校）
●中学 100 Ｍ
　１位　13秒2　川原久美子（伊万里中学校）
●槍投
　１位　36ｍ46　浦田美香（伊万里農林高校）
●円盤投
　３位　30ｍ88　岩永美笛（牛津高校）

　
　

■期　日　５月３日（日）
■会　場　国見台陸上競技場
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
32
回
市
長
旗
争
奪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

伊
万
里
地
区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会

　

第
32
回
市
長
旗
争
奪
伊

万
里
地
区
高
等
学
校
野
球

春
季
大
会
が
、
４
月
29
日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
国

見
台
野
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
伊
西
地
区
５

校
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵

ま
れ
た
会
場
で
は
、
連
日

■
優　

勝　

伊
万
里
農
林
高
校
（
４
勝
）

■
準
優
勝　

有
田
工
業
高
校
（
２
勝
２
敗
）

■
３　

位　

敬
徳
高
校
（
２
勝
２
敗
）

■
４　

位　

伊
万
里
高
校
（
１
勝
３
敗
）

■
５　

位　

伊
万
里
商
業
高
校
（
１
勝
３
敗
）

　

第
31
回
伊
万
里
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野

球
交
流
大
会
が
、
４

月
25
日
か
ら
26
日
ま

で
山
代
東
小
学
校
な

ど
の
会
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
市
内
13

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

一
進
一
退
の
好
試
合

の
連
続
で
し
た
。

　

決
勝
戦
は
息
づ
ま

る
投
手
戦
の
末
、
延

長
戦
を
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
で
制
し
た
、
東
山

代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

野
球
交
流
大
会

 ↑伊万里農林高校・吉永選手の鋭いバッティング

↑
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
た　

　

東
山
代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
投
打
に
安

定
し
た
伊
万
里
農
林
高
校

が
４
戦
４
勝
の
全
勝
で
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
上
位
２

校
は
、
第
56
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

佐
賀
県
高
等
学
校
野
球
大

会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

伊
万
里
農
林
高
校
が
全
勝
優
勝
！

第44回
国見台陸上競技選手権大会

 ↑優勝した伊万里農林高校の選手たちは、喜びのガッツポーズ！　

　

■
優
勝　

東
山
代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　

■
２
位　

大
坪
赤
門
少
年
野
球

　

■
３
位　

南
波
多
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

大
川
少
年
野
球

↑好投した東山代少年野球
　クラブ・浦川投手

※
勝
敗
が
同
数
の
場
合
は
、
失
点
の
少
な
い
チ
ー
ム
が
上
位
と
な
り
ま
す
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相
手
を
理
解
し
、
支
援
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
『
傾

聴
』
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

●

日　

時

▽
７
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
８
月
11
日
（
火
）

▽
９
月
３
日
（
木
）

▽
10
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●

場　

所　

市
民
セ
ン
タ
ー
文
化

　

ホ
ー
ル
、
一
般
教
養
室
②

●

定　

員　

30
人

お
知
ら
せ

●

参
加
費　

無　

料

●

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
協

　

議
会
（
☎
㉒
３
９
３
１
）

　

今
年
は
『
華
』
を
テ
ー
マ
に
市

内
の
福
祉
施
設
利
用
者
が
、
歌
や

踊
り
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

●

日　

時　

６
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

●

会　

場

　

市
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル

※
作
品
は
６
月
10
日
（
水
）
か
ら

19
日
（
金
）
ま
で
、
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す

●

入
場
料　

無　

料

●

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
㉒
３
９
３
１
）

　

家
庭
内
で
の
暴
力
や
虐
待
、
学

校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
、
職
場
で

の
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●

日　

時　

６
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●

担　

当　

人
権
擁
護
委
員

 

金
子
義
弘
氏

●

問
合
先

　

佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　

パ
ソ
コ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日　

時　

６
月
13
日(

土
）、
27
日

　
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●

場　

所　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
中

会
議
室

●

受
講
料　

無　

料

●

資
料
代　

200
円

※
受
講
後
は
、
ゆ
め
く
れ
よ
ん
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
ま
す

●

問
合
先　

佐
賀
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
く
れ

　

よ
ん
（
☎
０
９
５
２
㊱
６
９
７
７
）

ほ
ほ
え
み
広
げ
て
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
開
催

●

講
座
名　

わ
く
わ
く
ま
る
ご
と

　
『
伊
農
』
教
室

●

対　

象　

一
般
（
子
ど
も
可
）

※
子
ど
も
は
保
護
者
と
参
加

●

募
集
定
員　

20
組
（
単
独
参
加
可
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

参
加
費　

１
組
500
円

●

教
材
費　

講
座
内
容
に
応
じ
て

　

１
０
０
０
円
程
度

●

募
集
期
間

　

６
月
15
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

●

重
点
学
習
課
題　

伊
農
で
の
体

　

験
を
通
じ
て
、
農
の
大
切
さ
や

　

食
育
へ
の
関
心
を
高
め
る

●

学
習
方
法　

講
義
・
実
習

●

学
習
テ
ー
マ
（
内
容
）

①
９
月
12
日
（
土
）

　

秋
野
菜
作
り
・
野
菜
の
種
ま
き

②
９
月
26
日
（
土
）

　

製
菓
・
製
パ
ン
実
習
Ⅰ

③
10
月
17
日
（
土
）

　

腰
岳
散
策
（
自
然
体
験
）

④
11
月
21
日
（
土
）

　

製
菓
・
製
パ
ン
実
習
Ⅱ

⑤
12
月
５
日
（
土
）

　

野
菜
・
果
樹
収
穫
体
験
お
よ
び

　

草
花
寄
植
え
体
験

⑥
12
月
12
日
（
土
）

　

製
菓
・
製
パ
ン
実
習
Ⅲ

●

申
込
・
問
合
先　

伊
万
里
農
林

　

高
校
・
山
田
（
☎
㉓
４
１
３
８
）

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　６月 10 日（水）、16 日（火）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館ホール
②お誕生会（要申込）
　６月生まれの就園前の乳幼児とその保護者
　日　時　６月 24 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

山

代

公

民

館

で

無
料
特
設
人
権
相
談

視
覚
障
害
者
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養

成

講

座

伊
万
里
農
林
高
校
で

学

校

開

放

講

座

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル
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介
護
保
険
事
業
者
や
老
人
保
健

福
祉
事
業
の
実
施
状
況
の
点
検
、

事
業
計
画
の
進
行
管
理
お
よ
び
提

言
な
ど
を
行
う
『
介
護
保
険
運
営

会
議
』
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格　

　

市
内
在
住
で
満
40
歳
（
４
月
１

　

日
現
在
）
以
上
の
人

●

募
集
人
員　

２
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

　

行
い
ま
す

●

応
募
方
法　

　

長
寿
社
会
課
ま
た
は
各
町
公
民

　

館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

任　

期

　

７
月
～
平
成
24
年
３
月
31
日

●

会
議
開
催
予
定　

　

年
２
回
程
度
（
昼
間
開
催
）

ぼ
し
ゅ
う

●

応
募
・
問
合
先　

長
寿
社
会
課

（　

 

☎
㉓
２
１
５
４
）

●

受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
４

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●

受
付
期
間

　

６
月
23
日
（
火
）
～
30
日
（
火
）

●

第
１
次
試
験

　

９
月
６
日
（
日
）

※
九
州
地
区
で
は
９
試
験
地
で
実
施

●

問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２　

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２　

　

11　

１

  

（
☎
０
９
２ 

４
３
１ 

７
７
３
３
）

　
h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.go
.jp

/

●

日　

時　

７
月
５
日
（
日
）

８
時
30
分
開
会

●

会　

場　

国
見
台
体
育
館

●

種
目

▽
一
般
（
混
合
）
の
部

▽
女
性
の
部

●

チ
ー
ム
編
成

　

１
チ
ー
ム
４
～
６
人

●

参
加
料　

１
チ
ー
ム
500
円

●

申
込
期
限　

６
月
23
日
（
火
）

●

申
込
方
法　

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
参
加
料
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先　

　

体
育
保
健
課（　

☎
㉒
３
１
８
７
）

　

ま
た
は
各
公
民
館

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

介
護
保
険
運
営
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

農
作
物
の
被
害
防
止
の
た
め
の

有
害
鳥
獣
駆
除
に
は
、
狩
猟
免
許

や
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

●

試
験
区
分
お
よ
び
試
験
日

▽
あ
み
猟
・
わ
な
猟

①
７
月
８
日
（
水
）

②
平
成
22
年
１
月
31
日
（
月
）

▽
あ
み
猟
・
わ
な
猟
・
第
一
種
銃

　

猟
・
第
二
種
銃
猟

③
７
月
16
日
（
木
）

④
８
月
２
日
（
日
）

●

申
込
期
限

①
６
月
19
日
（
金
）

②
平
成
22
年
１
月
15
日
（
金
）

③
６
月
29
日
（
月
）

④
７
月
17
日
（
火
）

●

受
験
会
場

①
は
有
明
公
民
館
（
杵
島
郡
白

石
町
）、
②
～
④
は
佐
賀
県
射
撃

研
修
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
大
和

町
）

●

手
数
料　

５
２
０
０
円

※
『
佐
賀
県
猟
友
会
』
が
実
施
す

る
事
前
講
習
会
（
有
料
）
が
あ

り
ま
す
。
受
講
希
望
の
人
は
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

　

県
生
産
者
支
援
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
１
３
）

　

市
猟
友
会
事
務
局
・
有
尾

（
☎
㉘
０
４
０
６
）

し
け
ん

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　次世代の郷土を担う青少年リーダーの育
成を目的に『伊万里サマーキャンプ』を行
います。魅力いっぱいの沖縄で感動の夏を
体験しよう。

● 研修地　沖縄本島・渡嘉敷島
● 内　容
　海洋研修、野外キャンプ、平和学習など
● 期　間（５泊６日）
　７月 22 日（水）〜 27 日（月）
● 定員と参加費
▷小学５・６年生：30 人、５万 3000 円
▷中学生：６人、５万 8000 円
▷高校生など（サブリーダー）：４人、

３万 3000 円
● 申込期限　６月 19 日（金）
※申し込み多数の場合は、選抜させていた

だきます
● 申込・問合先　　生涯学習センター

内青少年育成市民会議事務局（☎㉓
２６５８）または各町公民館

平成 �1 年度水道週間 ６月１日（月）〜７日（日）　スローガン『おいしいね  この水未来に  いつまでも』

サマーキャンプで
感動の夏を

狩

猟

免

許

試

験

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル
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児童手当　現況届　受付日程表

受　付　日 地　　区　　名 会　場 時　間

６月 15 日（月） 大坪町、木須町、瀬戸町
市役所１階

福祉課
子育て支援室 午前８時30分〜

午後５時15分

６月 17 日（水） 立花町、新天町、蓮池町

６月 19 日（金）
伊万里町、松島町、脇田町
大川内町、二里町東八谷搦

６月 15 日（月）
　〜 19 日（金）

その他の地区 各町出張所

※６月 23 日（火）は市役所福祉課で、午後７時まで全地区を受け付けます

　

６
月
１
日
時
点
に
お
け
る
児
童

の
養
育
状
況
や
所
得
な
ど
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
に

つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届

の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
届
け
出

が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
間
内
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●

対　

象

　

児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い

　

る
人
で
、
小
学
校
６
年
生
ま
で

　

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人　

（
公
務
員
を
除
く
）

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

②
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

　

険
証
の
コ
ピ
ー
※
国
民
年
金
加

　

入
者
は
除
く

③
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合
は
、

　

児
童
の
住
民
票
（
世
帯
全
員
の

　

記
載
が
あ
る
も
の
）

④
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
転

　

入
し
た
人
は
、
平
成
21
年
１
月

　

１
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行
の

　

平
成
21
年
度
児
童
手
当
用
所
得

　

証
明
書

※
出
張
所
で
手
続
き
を
す
る
地
区

　

の
人
は
、
出
張
所
受
付
期
間
中

　

は
出
張
所
の
み
の
受
け
付
け
と

な
り
ま
す
。

★
児
童
手
当
額
（
月
額
）

　

第
１
子
・
５
０
０
０
円

　

第
２
子
・
５
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降
・
１
０
０
０
０
円

※
３
歳
未
満
一
律
１
０
０
０
０
円

児
童
手
当
の
現
況
届
は
忘
れ
ず
に

◆
問
合
先　
福
祉
課
子
育
て
支
援
室（　
　
　
２
１
７
４
）

   

■ 

問
合
先　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室
（　

☎
㉓
２
１
７
４
）

● 対　象

　『長期優良住宅の普及の促進に関する法律』の施行の日

　（平成 21 年６月４日）から平成 22 年３月 31 日までに

　新築された長期優良住宅

● 減額内容

　新築から５年度分（中高層耐火建築物は７年度分）の

　固定資産税の２分の１を減額（１戸あたり 120 ㎡まで

を限度）

※長期優良住宅以外の

　新築住宅の場合は、現

　行の新築住宅特例（３

　年度分が２分の１）が

　適用されます

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

● 要　件

　『長期優良住宅の普及の促進に関する法律』の規定によ

　り行政庁（県）の認可を受けて新築された住宅で、次

　の①から⑤までのすべてを満たすこと

①住宅の構造上主要な部分について、腐食などの防止措

　置により耐久性が確保されていること

②地震に対しての安全性が確保されていること

③間取りの構造および設備の変更を容易にできること

④配管の点検・交換などが容易に行えること

⑤一定のバリアフリー性能、省エネルギー性能を有して

　いること

※床面積などの要件は、現行の新築住宅特例と同じです

▷床面積が 50 ㎡以上 280 ㎡以下

▷一戸建以外の貸家住宅は 40 ㎡以上 280 ㎡以下

■問合先　税務課固定資産税係（　 ☎㉓２１４９）

長期優良住宅（２００年住宅）に係る特例措置が創設

 長期優良住宅（新築）の固定資産税が減額されます

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル



�� �009.6 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

■（財）省エネルギーセンターのホームページを参考に作成　http//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　環境課生活環境係

（　 ☎㉓２１４４）

ガスコンロの炎は鍋の大きさにあわせて

　炎が、なべ底からはみ出さないように調節しましょう！
　水１㍑（20℃程度）を沸騰させるとき、強火から中火にし
た場合（1 日３回）
　年間でガス �.�8 ㎥の省エネ、約 �70 円の節約、二酸化炭
素 5.4 ㎏の削減となります

　10 日・24 日（弁護士）

　4 日・7 月 2 日（司法書士）

　18 日（公証人）

　1 日（月）・16 日

　※午前10 時〜午後４時

 19 日 ※午前 9 時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月水金

第  ３   �

●社会保険相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時

●健康相談 会場：市民ロビー

　毎月第１火曜日 午後１時 30 分〜３時

●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

　　閉め切った会場の中で、商品の無料配布、大安売りなどで
会場の雰囲気を盛り上げ、布団や健康器具、健康食品など
の高額な商品を売りつけます。

　◎無料・大安売りにつられない
　◎その場の雰囲気で、一種の催眠状態になるので、気をつけ

　ましょう
　◆ 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

催眠商法（ＳＦ商法）にご注意を！

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守

1� 日（土）午後１時開演　

　ほほえみ広げてふれあいステージ

10 日（水）〜 19 日（金）

　ほほえみ広げてふれあいステージ作品展

★子ども上映会

　『ふしぎの国のアリス』（7� 分）

　６月 14 日（日）

　午後２時 �0 分〜３時 45 分

★一般上映会

　『市民ケーン』（1�0 分）

　６月 17 日（木）、�1 日（日）

　午後２時 �0 分〜４時 �0 分

★あじさいコンサート

　6 月 �7 日（土）

　午後１時 �0 分〜３時 �0 分

　歌い継がれる曲から最新の曲まで、琴と尺

　八による演奏をお楽しみください

★６月の休館日　�5 日（館内整理日）

　１日、８日、15 日、�� 日、�9 日

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

６ 月 の 市 民 相 談６ 月 の 行 事

一人で悩まず
ご相談ください

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル



晴
に
恵
ま
れ
た
こ
ど
も
の
日
の
５
月
５
日
、
東
山
代
町
の
滝
野
地

区
で
恒
例
の
『
つ
つ
じ
祭
り
』
と
『
み
ど
り
き
ら
め
く
夢
の
市
』

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
住
民
総
出
の
地

域
お
こ
し
と
し
て
定
着
し
た
こ
の
催
し
、
ど
ち
ら
も
自
然
や
特
産
品
を

生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
豊
富
な
取
り
組
み
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
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滝
川
内
の
竹
の
古
場
公
園
で
行

わ
れ
た
『
つ
つ
じ
祭
り
』
で
は
、

地
元
住
民
が
愛
情
込
め
て
管
理
し

た
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
っ
た

１
万
本
の
ツ
ツ
ジ
が
来
場
者
を
お

出
迎
え
。
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
に
よ
る
演
奏
が
流
れ
る
中
、

来
場
者
は
展
望
台
か
ら
見
下
ろ
す

伊
万
里
湾
の
景
色
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
よ
も
ぎ
を
使
っ

た
名
物
『
つ
つ
じ
餅も

ち

』
な
ど
の
農

産
加
工
品
の
販
売
や
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
踊
る
『
よ
さ
こ
い
』
も

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
祭
り
に
『
華
』

を
添
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
川
内
野
の
夢
耕
房
た
き

の
で
行
わ
れ
た
『
み
ど
り
き
ら
め

く
夢
の
市
』
に
は
、
直
径
1.6
㍍
の

巨
大
鉄
鍋
『
元
気
鍋
』
が
登
場
。

地
元
産
の
黒
米
を
使
っ
た
名
物
の

『
黒
米
だ
ご
汁
』
が
１
５
０
０
人
分

用
意
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
な

ど
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
農
産
物
の
直
売
や
黒
米
を
原

料
と
し
た
パ
ン
、
う
ど
ん
、
酒
な

ど
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
親

子
で
ハ
ヤ
釣
り
を
楽
し
む
姿
も
見

ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
新

緑
が
眩ま

ぶ

し
い
大
自
然
の
中
で
さ
わ

や
か
な
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

滝
川
内

り
祭

じ

つ

つ

川
内
野

市

の

夢

　

５
月
５
日
に
『
つ
つ
じ
祭
り
』
と
『
夢

の
市
』
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
は
催
し
も
の
が
多
彩
。

特
に
、
新
鮮
な
農
産
物
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
は
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
取
材
の

関
係
で
両
会
場
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
て
、

ふ
と
、
車
中
か
ら
周
り
を
見
て
み
る
と
、
滝
野

地
区
で
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る
花
た
ち
や
新
緑

が
眩ま
ぶ

し
い
山
の
木
々
、
山
あ
い
を
静
か
に
流
れ

る
川
が
、
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の
光
で

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
風
景
に
、
す
っ
か
り
魅
了
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
伊
万
里
の
緑
は
、
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
み
た
い
に
き
れ
い
で
、『
心
』
が
洗
わ

れ
る
よ
う
」
数
年
前
、
東
京
に
住
む
友
人
が
伊

万
里
に
旅
行
に
訪
れ
た
と
き
の
コ
メ
ン
ト
を
思

い
出
し
、
改
め
て
伊
万
里
の
自
然
の
豊
か
さ
を

実
感
し
た
日
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
グ
ル
メ
も
い
い
け
れ
ど
、
た
ま
に
は
伊
万
里

の
豊
か
な
自
然
を
『
心
』
で
味
わ
う
の
も
い
い

も
の
で
す
ね
。
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
こ
の

素
晴
ら
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
も
、
も
う
一

度
、
基
本
に
戻
っ
て
ご
み
の
分
別
な
ど
自
分
の

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
も
の
で
す
（
英
）

平成 21年５月１日現在
●人口　58,300 人　  （− 16）
　　男　27,867 人　  （＋ 13）
　　女　30,433 人　  （− 29）
●世帯　21,872 世帯  （＋ 49）

（　）は前月比

■発行日／平成 21年６月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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が
お
出
迎
え

１
万
本
の
ツ
ツ
ジ

　
　
　

 
と

美
味
し
い
元
気
鍋

滝
野
の
山
あ
い
で
満
喫
し
た
住
民
総
出
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト

快




